
6 月 21 日（土）、一般社団法人 日本造
園組合連合会（造園連）の青年部が寄居
町に視察に訪れました。造園連は日本最
大の造園緑化団体であり、技術技能の向
上、良き環境づくりを目指し様々な活動
を展開しています。
全国 34 支部のうち埼玉県支部の青年部
は約 10 年前に設立され、初代部長を「緑
の会」代表理事の押田大助が務め、2代目
を関谷寿理事、現在は正会員のみどり縁 
濱田和之が副部長を担当しています。こ
の経緯もあり、今回の視察先に寄居町が
選ばれました。当日は全国から 83名が大
型バス2台に分かれて来町しました。

視察前日の 20 日（金）には、第 45 回全国総会がさいたま新都心のブリランテ武蔵
野で開催され、埼玉県支部青年部としては初の全国総会の開催となりました。
総会後に行われたパネルディスカッションでは、代表理事の押田が「庭師の可能性」
をテーマに登壇。寄居町中央通り線の街路樹の植栽経緯や「緑の会」の取り組みを紹
介し、約 200名の参加者に寄居町の街路樹についてお話ししました。

21日（土）は午前8時にさいたま新都心を出発し、組合員の庭園見学と行田タワーの
田んぼアートを見学。その後、料亭園で昼食を取り、寄居町南口の Yottecoへ向かいま
した。
寄居での滞在時間は 1時間でしたが、80名以上の大人数のため 2班に分かれて視察。

緑の会の津久井議員をはじめ役員の方にも街路樹案内をお手伝いしていただきました。
視察は寄居駅南口 Yotteco 前の中央通り線からスタート。町の地形や街路樹の概要

を説明し、昨年秋に完成したラウンドアバウトの宿根草ガーデンについても紹介しまし
た。その後、植栽方法、管理方法、樹勢回復の方法などを現場で解説し、沿線住民の方
から街路樹への思いも語っていただきました。
全国初の「在来種寄せ植え街路樹」や土中環境を意識した植栽方法は、同業者にとっ
ても非常に興味深い内容だったようです。



今回の視察は、緑の会として過去最大の受け入れ人数となりま
した。「在来種寄せ植えの街路樹」や地域住民が植栽管理に参加
する仕組みは日本の街路樹史上でもおそらく前例がなく、今回の
視察は多くの造園業の方々に興味を持っていただきました。
視察後は正喜橋方面へ進み、玉淀河原を一望できる京亭で庭園
見学と記念撮影を行い、見学を終了しました。

寄居町は市街地から北の鐘撞堂山から荒川までの水脈を高木樹
木の根がつなぐことで地形が安定しています。南北を貫く中央通
り線の街路樹は町の大動脈であり、全国初の「在来種寄せ植え」
と「住民参加型管理」は寄居独自の取り組みです。
当日は最高気温 33 度の猛暑。街中に大きな木陰をつくる街路
樹の重要性を改めて実感しました。
街路樹という公共事業を実現するまでには大変な時間と労力を
要しましたが、この取り組みを「前例」として全国の造園業者に
広め、緑豊かで多様性ある美しい街路樹が全国に広がることを強
く願っています。(文責　押田大助 )
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・今までの街路樹の概念にない寄せ植えの植栽。小さな庭のよう。（愛媛県A造園　46歳）
・地域住民の方も協力されており素晴らしい。（京都府K庭園30歳）
・近くの山にある樹木が街路樹に使用されていることが面白い。（大分県M植樹園38歳）
・このような街路樹が増えればいいなと思いました。（埼玉県N造園27歳）
・小さな森ができているようでとても心地よい。（埼玉県T造園48歳）

・グリーンベルトのような大きい植栽帯があれば、もっと木陰が増えるのでは。（茨城県K農園28歳）
・役所が消極的なのが残念です。（大分県Sグリーン41歳）
・もっと植栽枡が大きい方が良い。植栽枡の数が少ない。（造園業　匿名）
・管理の予算を取れるようになれば良い。（造園業　匿名）

・地域の方との理想的な協力関係が築かれている。（茨城県K農園28歳）
・15年、30年経った時、どうなるかが楽しみ。（愛媛県K造園45歳）
・草を生かす除草についての考え方が参考になった。（福井県K庭園37歳）
・在来種の活用、地域との関わり方など、
　日本全体においての街路樹のモデルになり得る。（沖縄県Kグリーン45歳）


